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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トラス体は、長さ方向の両端部が取り付け手段を介して固定部側に取り付けられ、前記
トラス体の長さ方向に対して、その長さ方向を直角状として配設されるビーム体は、トラ
ス体の浮いている中間部分に高さ調整手段を介して支持されるとともに、間隔を隔てて複
数が並設され、前記高さ調整手段は、トラス体に対する連結部材と、この連結部材に対し
て高さ調整自在に設けられた支持部材と、前記連結部材と前記支持部材との間に設けられ
た高さ調整具と、前記連結部材と前記支持部材との間に設けられた固定具とからなり、前
記支持部材により前記ビーム体が支持されるように構成され、前記ビーム体の上方に床面
が構成されることを特徴とする床装置。
【請求項２】
　高さ調整手段は支持部材上に緩衝部材を有し、この緩衝部材を介してビーム体が支持さ
れることを特徴とする請求項１記載の床装置。
【請求項３】
ビーム体は、その上下方向の下部がトラス体の上面よりも下方に位置されて、高さ調整手
段を介してトラス体側に支持されていることを特徴とする請求項１または２記載の床装置
。
【請求項４】
　トラス体の長さ方向で隣接された支持部材間に亘って受け体が設けられ、この受け体に
よりビーム体が支持されることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の床装置
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。
【請求項５】
　トラス体は、型材状に形成された上位横行部材ならびに下位横行部材と、両横行部材間
に配置される複数の連結部材とにより構成され、上下の横行部材間に高さ調整手段が設け
られていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の床装置。
【請求項６】
　トラス体の両側に高さ調整手段が設けられ、両高さ調整手段は、高さ調整後には共通の
固定具により固定されることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の床装置。
【請求項７】
　高さ調整手段の高さ調整具が、トラス体の上下高さ内に位置されていることを特徴とす
る請求項１～６のいずれか１項に記載の床装置。
【請求項８】
　トラス体は、上位横行部材ならびに下位横行部材と、両横行部材間に配置される複数の
連結部材とにより構成され、複数のトラス体が、長さ方向において直線状に位置され、相
対向された端部間が接続手段により接続され、この接続手段は、各横行部材の端部間を連
結する共通の連結部材を有することを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の床
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、たとえば高層住宅や家屋などに採用されるもので、上方に床面が形成される
床装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の床装置としては、鉄製の上弦材と、鉄製の下弦材と、これら上弦材と下
弦材とを接合する複数本の鉄製の束材および腹材とにより大引を構成し、そして上弦材の
両端に固着した端部固定用プレートを介して布基礎に固定するとともに、下弦材の両端を
布基礎に設けられた束石に連結固定し、その後に、上弦材の上に床材を載置する構成が提
供されている（たとえば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開平５－８６７１４号公報（第２－３頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、上記した従来の構成によると、布基礎側に対する固定箇所（支持箇所）が、上
弦材の両端と下弦材の両端との多数箇所であり、しかもコンクリートからなる束石の連結
位置（支持位置）や端部固定用プレートの固着位置は十分な精度を出せないことから、さ
らには両端が固定され中間が浮いた状態の大引自体の撓みなどによって、この大引におけ
る上面の水平度、すなわち床面の水平度が出せないことになる。その結果、床材の載置（
施工）が好適に行えず、また載置（施工）後の床材による床面に違和感が生じることにな
る。
【０００４】
　そこで本発明の請求項１記載の発明は、トラス体の長さ方向の両端部を固定部側に取り
付ける形式でありながら、床面の水平度を容易に出し得る床装置を提供することを目的と
したものである。
【０００５】
　また請求項２記載の発明は、床側の騒音や振動が固定部（構造物など）側に伝わること
を遮断し得る床装置を提供することを目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前述した目的を達成するために、本発明の請求項１記載の床装置は、トラス体は、長さ
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方向の両端部が取り付け手段を介して固定部側に取り付けられ、前記トラス体の長さ方向
に対して、その長さ方向を直角状として配設されるビーム体は、トラス体の浮いている中
間部分に高さ調整手段を介して支持されるとともに、間隔を隔てて複数が並設され、前記
高さ調整手段は、トラス体に対する連結部材と、この連結部材に対して高さ調整自在に設
けられた支持部材と、前記連結部材と前記支持部材との間に設けられた高さ調整具と、前
記連結部材と前記支持部材との間に設けられた固定具とからなり、前記支持部材により前
記ビーム体が支持されるように構成され、前記ビーム体の上方に床面が構成されることを
特徴としたものである。
【０００７】
　したがって請求項１の発明によると、トラス体の両端部を、取り付け手段を介して固定
部側に取り付けていることで、固定部側に対する支持箇所を最少数とし得るとともに、床
面に掛かる振動をトラス体により吸収し得る。このトラス体に対してビーム体群の並設が
行われるのであるが、その際に固定部に対する取り付け手段の取り付け精度、トラス体な
どの製作精度、浮いている中間部分の複数箇所にビーム体群の荷重が掛かることによるト
ラス体自体の撓みなどによって、ビーム体群における上面（床面）の水平度に乱れが生じ
ていたとき、必要とするビーム体に対応した高さ調整手段を調整操作するによって、ビー
ム体のレベルを随時確認しながら水平度の調整を行える。
　すなわち、固定具を緩め操作することで支持部材の固定を解除し得、そして高さ調整具
を操作することで支持部材を昇降し得る。このような支持部材の昇降によって、支持して
いるビーム体を昇降して高さ調整し得る。そして所望の高さ調整を終えたのち固定具を締
め付け操作することで、支持部材を、連結部材を介してトラス体側に固定し得る。このよ
うに、支持部材の高さ調整によってビーム体を昇降して高さ調整し得ることで、ビーム体
群の水平度の調整を行える。
【０００８】
　また本発明の請求項２記載の床装置は、上記した請求項１記載の構成において、高さ調
整手段は支持部材上に緩衝部材を有し、この緩衝部材を介してビーム体が支持されること
を特徴としたものである。
【０００９】
　したがって請求項２の発明によると、ビーム体（床板）に掛かる振動を緩衝部材の弾性
変形による緩衝作用により吸収して、荷重支持をスムースに行えるとともに、より遮音効
果を期待し得る。
【００１０】
　そして本発明の請求項３記載の床装置は、上記した請求項１または２記載の構成におい
て、ビーム体は、その上下方向の下部がトラス体の上面よりも下方に位置されて、高さ調
整手段を介してトラス体側に支持されていることを特徴としたものである。
【００１１】
　したがって請求項３の発明によると、ビーム体を、高さ調整手段を介してトラス体側に
安定して支持し得る。
　さらに本発明の請求項４記載の床装置は、上記した請求項１～３のいずれか１項に記載
の構成において、トラス体の長さ方向で隣接された支持部材間に亘って受け体が設けられ
、この受け体によりビーム体が支持されることを特徴としたものである。
【００１２】
　したがって請求項４の発明によると、支持部材の高さ調整によって、受け体を介してビ
ーム体を昇降して高さ調整し得る。
　しかも本発明の請求項５記載の床装置は、上記した請求項１～４のいずれか１項に記載
の構成において、トラス体は、型材状に形成された上位横行部材ならびに下位横行部材と
、両横行部材間に配置される複数の連結部材とにより構成され、上下の横行部材間に高さ
調整手段が設けられていることを特徴としたものである。
【００１３】
　したがって請求項５の発明によると、トラス体は、全体を軽量化し得るとともに強度を
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確保し得る。
　また本発明の請求項６記載の床装置は、上記した請求項１～５のいずれか１項に記載の
構成において、トラス体の両側に高さ調整手段が設けられ、両高さ調整手段は、高さ調整
後には共通の固定具により固定されることを特徴としたものである。
【００１４】
　したがって請求項６の発明によると、高さ調整は、トラス体の両側に設けられた高さ調
整手段に対して各別に行え、そして所望の高さ調整を終えたのち、共通の固定具を操作す
ることで、両高さ調整手段を介してトラス体側に固定し得る。
【００１５】
　そして本発明の請求項７記載の床装置は、上記した請求項１～６のいずれか１項に記載
の構成において、高さ調整手段の高さ調整具が、トラス体の上下高さ内に位置されている
ことを特徴としたものである。
【００１６】
　したがって請求項７の発明によると、高さ調整具を、トラス構造の高さの空間に配置し
得るとともに、他物の接触など生じ難い箇所にコンパクトに配置し得る。
　さらに本発明の請求項８記載の床装置は、上記した請求項１～７のいずれか１項に記載
の構成において、トラス体は、上位横行部材ならびに下位横行部材と、両横行部材間に配
置される複数の連結部材とにより構成され、複数のトラス体が、長さ方向において直線状
に位置され、相対向された端部間が接続手段により接続され、この接続手段は、各横行部
材の端部間を連結する共通の連結部材を有することを特徴としたものである。
【００１７】
　したがって請求項８の発明によると、固定部間の長さに対応した長さのトラス体を準備
し得る。
【発明の効果】
【００１８】
　上記した本発明の請求項１によると、トラス体の両端部を、取り付け手段を介して固定
部側に取り付けていることで、固定部側に対する支持箇所を最少数にできるとともに、床
面に掛かる振動をトラス体により吸収できる。このトラス体に対してビーム体群の並設が
行われるのであるが、その際に固定部に対する取り付け手段の取り付け精度、トラス体な
どの製作精度、浮いている中間部分の複数箇所にビーム体群の荷重が掛かることによるト
ラス体自体の撓みなどによって、ビーム体群における上面（床面）の水平度に乱れが生じ
ていたとき、必要とするビーム体に対応した高さ調整手段を調整操作するによって、ビー
ム体のレベルを随時確認しながら水平度の調整を行うことができる。
　すなわち、固定具を緩め操作することで支持部材の固定を解除できる。そして高さ調整
具を操作することで支持部材を昇降できる。このような支持部材の昇降によって、支持し
ているビーム体を昇降して高さ調整できる。そして所望の高さ調整を終えたのち固定具を
締め付け操作することで、支持部材を、連結部材を介してトラス体側に固定できる。さら
に、支持部材の高さ調整によってビーム体を昇降して高さ調整できることで、ビーム体の
水平度の調整を行うことができる。このようにビーム体群の水平度を調整できることで、
トラス体の長さ方向の両端部を固定部側に取り付ける形式でありながら、床面の水平度を
容易に出すことができ、その結果、床板の載置（施工）を好適に行うことができるととも
に、載置（施工）後の床板による床面に違和感は生じることはなく、快適な住居空間を形
成できる。
【００１９】
　また上記した本発明の請求項２によると、ビーム体（床板）に掛かる振動を緩衝部材の
弾性変形による緩衝作用により吸収できて、荷重支持をスムースに行うことができるとと
もに、より遮音効果を期待しでき、以て床板側の騒音や振動が固定部側に伝わることを遮
断できる。
【００２０】
　そして上記した本発明の請求項３によると、ビーム体を、高さ調整手段を介してトラス
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体側に安定して支持できる。
　さらに上記した本発明の請求項４によると、支持部材の高さ調整によって、受け体を介
してビーム体を昇降して高さ調整できることで、ビーム体群の水平度の調整を、より簡単
かつ精度よく行うことができる。
【００２１】
　しかも上記した本発明の請求項５によると、トラス体は、全体を軽量化できるとともに
十分な強度を確保できる。
　また上記した本発明の請求項６によると、高さ調整は、トラス体の両側に設けられた高
さ調整手段に対して各別に行うことができ、そして所望の高さ調整を終えたのち、共通の
固定具による簡単な操作によって、両高さ調整手段を介してトラス体側に強固に固定でき
る。
【００２２】
　そして上記した本発明の請求項７によると、高さ調整具を、トラス構造の高さの空間に
配置できるとともに、他物の接触など生じ難い箇所にコンパクトに配置できる。
　さらに上記した本発明の請求項８によると、固定部間の長さに対応した長さのトラス体
を、簡単かつ容易にして準備できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明は、ビーム体を、トラス体の浮いている中間部分に高さ調整手段を介して支持さ
せるものである。
［実施の形態１］
　以下に、本発明の実施の形態１を、高層住宅に採用した状態として図１～図６に基づい
て説明する。
【００２４】
　高層住宅１の構造物（躯体）２は、多階層を形成する床スラブ３や室区画または外壁と
なるの側壁４などによって形成されている。前記床スラブ３と側壁４とからなる上位のコ
ーナ部などには、正梁（または逆梁も含み、小梁ではない梁のことである。）５が形成さ
れている。そして多階層の各階において、床スラブ３の上方には床装置１０が設けられて
いる。この床装置１０は、トラス体１１と、ビーム体４１と、床板９２などにより構成さ
れている。
【００２５】
　前記トラス体１１は、型材状に一体形成された上位横行部材１２ならびに下位横行部材
１３と、両横行部材１２，１３間に配置される複数の連結部材２４などにより構成されて
いる。すなわち、前記上位横行部材１２と下位横行部材１３とは同様な構成であって、相
対向される一対の側板１４と、これら側板１４の外端間に直角状で位置される外板１５と
、両側板１４の内端から相対向する方向に接近された左右一対の内板１６と、これら内板
１６の内端から直角状で内方に延ばされた左右一対の連結板１７などからなり、両連結板
１７間に挿入部１８を有する状態で型材状に一体形成されている。
【００２６】
　前記外板１５の幅方向の中央部には内方への凹入部１９が長さ方向の全長に亘って形成
され、この凹入部１９の奥板部を形成する外板部分１５ａには、長さ方向１１Ｘに沿って
長い矩形貫通孔状の被係合部２０が、長さ方向１１Ｘにおいて所定間隔置きに複数でかつ
幅方向において２列で形成されている。そして両連結板１７における長さ方向１１Ｘの所
定の複数位置には連結用孔２１が形成されている。
【００２７】
　前記連結部材２４は、相対向される一対の側板２５と、これら側板２５の外端間に直角
状で位置される外板２６とにより、Ｃ字型材状に一体形成されている。そして、側板２５
における長さ方向の両端位置には連結用孔２７が形成されている。
【００２８】
　前記上位横行部材１２と下位横行部材１３とは、挿入部１８を上下方向において相対向
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して配置され、そして前記連結部材２４は傾斜状として、その端が前記挿入部１８に差し
込まれて連結用孔２１，２７間が連通される。この状態で、前記連結用孔２１，２７に亘
ってボルト・ナット（連結具の一例で、リベットなどであってもよい。）２８を作用させ
て、連結板１７と側板２５とを連結することで、上位横行部材１２と下位横行部材１３と
複数の連結部材２４とが一体化される。その際に連結部材２４群は、隣接した連結部材２
４の傾斜方向が逆方向として（全体を波状として）配置されている。
【００２９】
　なお、トラス体１１の両端部においては、垂直状の連結部材２４Ａが設けられ、これら
連結部材２４Ａは前記連結部材２４の端が内嵌される幅とされ、そして一端は前記ボルト
・ナット２８により連結部材２４と同時に、また他端は前記ボルト・ナット２８により単
独で、上位横行部材１２または下位横行部材１３に連結される。
【００３０】
　前記上位横行部材１２、下位横行部材１３、連結部材２４，２４Ａは、金属板を折り曲
げることで型材状に一体形成されており、その際に溶融亜鉛鍍金を行ったときには、その
後の塗装などを不要とし得ることなどにより、先に工場でボルト・ナット２８による連結
やリベット止めなどを行って一体化されたトラス体１１とし得る。以上の１２～２８など
によりトラス体１１の一例が構成される。
【００３１】
　上記のように構成されたトラス体１１は、長さ方向１１Ｘの両端部が取り付け手段３１
を介して側壁（固定部の一例）４側に取り付けられる。この取り付け手段３１は、前記上
位横行部材１２や下位横行部材１３の両端部に対応してそれぞれ設けられるもので、同様
に構成されるとともに、上下では対称状に配設される。すなわち、取り付け手段３１の本
体３２は、左右の縦板部分３３と横板部分３４とによりＵ字型（逆Ｕ字型）に曲げ成形さ
れ、この本体３２の外端には取り付け板体３５が溶接などにより一体化されている。その
際に左右の縦板部分３３間に、前記上位横行部材１２や下位横行部材１３の両端部が内嵌
されるように形成されている。
【００３２】
　そして取り付け板体３５が側壁４の横向き面４ａに当接された状態で、ボルト・ナット
（連結具の一例）３７により取り付けられる。ここでボルト・ナット３７は、そのボルト
が側壁４側に埋め込まれるアンカーボルト形式であって、ボルトの露出部分に取り付け板
体３５が、ボルト孔３６を介して外嵌された状態でナットが螺合される。
【００３３】
　その際に、下位の取り付け手段３１の取り付けは本体３２の開放部を上向きとし、上位
の取り付け手段３１の取り付けは本体３２の開放部を下向きとした姿勢で行われる。さら
に取り付け位置は、下位の取り付け手段３１の本体３２に下位横行部材１３の端部を内嵌
させて横板部分３３上に載置させた状態で、上位の取り付け手段３１の本体３２に上位横
行部材１２の端部を内嵌させて横板部分３３を上方から当接させた状態になるように設定
されている。以上の３２～３７などにより取り付け手段３１の一例が構成される。
【００３４】
　上述したようにトラス体１１は、長さ方向１１Ｘの両端部が取り付け手段３１を介して
側壁４側に取り付けられる。そして前記ビーム体４１は、前記トラス体１１の長さ方向１
１Ｘに対して、その長さ方向４１Ｘを直角状として配設されるとともに、その一端部が、
トラス体１１の浮いている中間部分に高さ調整手段５１を介して支持されている。ここで
ビーム体４１は、トラス体１１の長さ方向１１Ｘにおいて所定の間隔Ｌを隔てて複数が配
設され、その際にビーム体４１群の他端部は、側壁４などに設けられた他端支持手段（詳
細は後述する。）８１に支持され、以てトラス体１１と他端支持手段８１間に亘って複数
のビーム体４１が架け渡されることになる。
【００３５】
　すなわちビーム体４１は、中間縦板部４２と、この中間縦板部４２の上下両端から左右
の同方向でかつ上下に傾斜して伸びる傾斜板部４３と、これら傾斜板部４３の上下両端か
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ら上下に伸びる一側端縦板部４４と、これら一側端縦板部４４の上下両端から左右の同方
向で横方向に伸びる横板部４５と、これら横板部４５の端から相対向した側に伸びかつ前
記一側端縦板部４４に平行状の他側端縦板部４６などにより一例が構成される。このビー
ム体４１は、金属板を折り曲げることで型材状に一体形成されている。
【００３６】
　前記高さ調整手段５１は、トラス体１１に対する連結部材５２と、この連結部材５２に
対して高さ調整自在に設けられた支持部材５８と、前記連結部材５２と前記支持部材５８
との間に設けられた高さ調整具６３と、前記連結部材５２と前記支持部材５８との間に設
けられた固定具６６と、前記支持部材５８上に設けられたゴム板（緩衝部材の一例）７０
などからなる。そして、トラス体１１の長さ方向１１Ｘで隣接されたゴム板７０間（支持
部材５８間）に亘って受け体７１が設けられ、この受け体７１によりビーム体４１が支持
されるように構成されている。
【００３７】
　前記高さ調整手段５１はトラス体１１の両側に設けられ、左右対称として同様に構成さ
れている。すなわち、高さ調整手段５１における連結部材５２は、長尺縦板部５３と、こ
の長尺縦板部５３の上端から横方向に伸びる横板部５４と、この横板部５４の端から下方
向に伸びる短尺縦板部５５とからなる。そして短尺縦板部５５の下に連ねて、前記上位横
行部材１２の被係合部２０に対して係脱可能な係合部５６が設けられている。この連結部
材５２は、金属板を折り曲げることで型材状に一体形成されている。
【００３８】
　その際に連結部材５２の上部は、上位横行部材１２における側板１４から外板１５に亘
っての外面に密状に当て付け可能にかつ凹入部１９に嵌入可能に曲げ形成されており、そ
して係合部５６は、前記被係合部２０に上方から嵌入可能でかつ上位横行部材１２の長さ
方向へのスライドによって外板部分１５ａに下方から係合可能なフック状に形成されてい
る。なお係合部分５６は、２個（１個または複数個）の被係合部２０に対して同時に係合
可能として、所定ピッチで２箇所（１箇所または複数箇所）に形成されており、以て短尺
縦板部５５はそれに相応した長さに設定されている。
【００３９】
　また長尺縦板部５３は、上位横行部材１２と下位横行部材１３における側板１５間に亘
って側方から当接自在な長さに設定されている。これにより高さ調整手段５１は、上位横
行部材１２と下位横行部材１３との間に設けられることになる。なお長尺縦板部５３の所
定箇所には固定具用の連結用孔５７が形成されている。以上の５３～５７などによりトラ
ス体１１に対する連結部材５２の一例が構成される。
【００４０】
　前記支持部材５８は、縦板部５９と、この縦板部５９の上端から横方向に伸びる上横板
部６０と、前記縦板部５９の下端から横方向に伸びる下横板部６１とからなる。この支持
部材５８は、金属板を折り曲げることで型材状に一体形成されている。そして縦板部５９
には、前記連結用孔５７に連通自在な上下方向の連結用長孔６２が形成されている。以上
の５９～６２などにより支持部材５８の一例が構成される。
【００４１】
　前記高さ調整具６３は、前記下横板部６１に下方から対向するように、連結部材５２に
おける長尺縦板部５３の外面に溶接などで固定された板状ナット体６４と、この板状ナッ
ト体６４に下方から螺合されるボルト体６５などにより一例が構成される。そしてボルト
体６５の上端が下横板部６１に下方から当接自在に構成されている。これにより高さ調整
具６３は、トラス体１１の上下高さ内に位置して配設されることになる。
【００４２】
　前記固定具６６は、左右の連結部材５２における長尺縦板部５３の内面間に位置される
筒状スペーサ６７と、連結用長孔６２、連結用孔５７、筒状スペーサ６７、連結用孔５７
、連結用長孔６２へと挿通されるボルト体６８と、このボルト体６８に螺合されるナット
体６９などにより一例が構成される。
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【００４３】
　上記した連結部材５２、支持部材５８、高さ調整具６３、固定具６６の構成によると、
共通の固定具６６を緩め操作した状態で高さ調整具６３を操作することで、トラス体１１
の両側に設けられた両高さ調整手段５１を各別に調整操作し得、そして高さ調整後には共
通の固定具６６を締め付け操作することにより固定し得る。前記ゴム板７０は、前記支持
部材５８における上横板部６０の上面に固着されている。以上の５２～７０などにより高
さ調整手段５１の一例が構成される。
【００４４】
　前記受け体７１は、縦板部７２と、この縦板部７２の下端から横方向に伸びる横板部７
３とからなり、金属板を折り曲げることでＬ字型レール状に一体形成されている。この受
け体７１は、その縦板部７２を連結部材５２の長尺縦板部５３に接近させた状態で、横板
部７３を介してゴム板７０上に載置され、以てトラス体１１の長さ方向１１Ｘで隣接され
たゴム板７０間に亘って設けられる。そして、受け体７１の横板部７３上にビーム体４１
の端部が載置されることで、この受け体７１によりビーム体４１が支持されるように構成
されている。
【００４５】
　その際にビーム体４１は、その上下方向の下部がトラス体１１の上面１１ａよりも下方
に位置されて、高さ調整手段５１を介してトラス体１１側に支持されている。
　前記他端支持手段８１は、側壁４や小梁６などに対する連結部材８２と、この連結部材
８２上に設けられたゴム板（緩衝部材の一例）８７とからなる。そして、トラス体１１の
長さ方向１１Ｘで隣接されたゴム板８７間に亘って受け体８８が設けられ、この受け体８
８によりビーム体４１が支持されるように構成されている。
【００４６】
　前記連結部材８２は、縦板部８３と、この縦板部８３の上端から横方向に伸びる横板部
８４とからなり、金属板を折り曲げることで型材状に一体形成されている。そして縦板部
８３が側壁４や小梁６の横向き面４ａ，６ａに当接された状態で、ボルト・ナット（連結
具の一例）８６により取り付けられる。ここでボルト・ナット８６は、そのボルトが側壁
４や小梁６側に埋め込まれるアンカーボルト形式であって、ボルトの露出部分に縦板部８
３が、ボルト孔８５を介して外嵌された状態でナットが螺合される。その際に連結部材８
２の取り付けは、横板部８４を所定のレベルとして行われる。以上の８３～８６などによ
り連結部材８２の一例が構成される。
【００４７】
　前記ゴム板８７は、前記連結部材８２における横板部８４の上面に固着されている。以
上の８２～８７などにより他端支持手段８１の一例が構成される。
　前記受け体８８は、縦板部８９と、この縦板部８９の下端から横方向に伸びる横板部９
０とからなり、金属板を折り曲げることでＬ字型レール状に一体形成されている。この受
け体８８は、その縦板部８９を側壁４に接近させた状態で、横板部９０を介してゴム板８
７上に載置され、以てトラス体１１の長さ方向１１Ｘで隣接されたゴム板８７間に亘って
設けられる。そして、受け体８８の横板部９０上にビーム体４１の端部が載置されること
で、この受け体８８によりビーム体４１が支持されるように構成されている。
【００４８】
　前記ビーム体４１の上面間に亘っては複数の根太材９１が配設され、そして根太材９１
群の上面間に亘って前記床板９２が載置され、以てビーム体４１群の上方に床面９２ａが
構成される。そして、床スラブ３の上面３ａと床板９２の下面９２ｂとの間に収納スペー
ス（空間）Ｓが形成される。なお、前記床板９２の適所には収納スペースＳに対する出し
入れ口（図示せず。）が設けられ、この出し入れ口は蓋体によって開閉自在に構成されて
いる。
【００４９】
　以上によって前記床装置１０が構成される。このように構成された床装置１０の中間部
分は、多層階の各階において、前記トラス体１１の長さ方向の両端部のみが、取り付け手
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段３１を介して構造物２側に取り付けられる（支持される）ことになる。
【００５０】
　以下に、上記した実施の形態１における作用を説明する。
　床装置１０を構成するに、まず所定箇所にトラス体１１や他端支持手段８１を配設する
。これは、他の場所（工場など）で組み立てたトラス体１１、つまり上位横行部材１２と
下位横行部材１３とを複数の連結部材２４などにより連結して構成したトラス体１１を、
目的とする階の床スラブ３上に運び込む。そしてトラス体１１を、取り付け手段３１を介
して側壁４間に取り付ける。
【００５１】
　すなわち、まず下位の取り付け手段３１の取り付け板体３５を側壁４の横向き面４ａに
接近させ、ボルト孔３６を介してボルトに外嵌させることで、この取り付け板体３５を横
向き面４ａに当接させる。この状態でボルトにナットを螺合させることで、下位の取り付
け手段３１を、本体３２の開放部を上向きとした状態で、ボルト・ナット３７により側壁
４の所定位置に取り付ける。この下位の取り付け手段３１の取り付けは、相対向した一対
の側壁４の下部それぞれに、本体３２を相対向させて行われる。次いで、下位の取り付け
手段３１の本体３２に、トラス体１１における下位横行部材１３の端部を内嵌させて横板
部分３３上に載置させる。
【００５２】
　この状態で、トラス体１１における上位横行部材１２の端部に、上位の取り付け手段３
１の本体３２を、その下向きとした開放部を介して上方から外嵌させる。そして上位の取
り付け手段３１の取り付け板体３５を横向き面４ａに接近させ、ボルト孔３６を介してボ
ルトに外嵌させることで、この取り付け板体３５を横向き面４ａに当接させる。この状態
でボルトにナットを螺合させることで、上位の取り付け手段３１をボルト・ナット３７に
より側壁４の所定位置に取り付ける。
【００５３】
　これによりトラス体１１を、下位の取り付け手段３１により荷重支持と下部幅決めとを
行い、上位の取り付け手段３１により上部幅決めとを行った状態で、取り付け手段３１群
を介して側壁４間に取り付け得る。
【００５４】
　このようにして側壁４間に取り付けたトラス体１１に対して、その両側で所定箇所に高
さ調整手段５１を組み込む。これは、まず連結部材５２の上部を、上位横行部材１２にお
ける側板１４から外板１５に亘っての外面に密状に当て付けて上方から外嵌させて、係合
部５６を被係合部２０に上方から嵌入させ、そして連結部材５２を上位横行部材１２の長
さ方向へスライドさせて、係合部５６を外板部分１５ａに下方から係合させる。
【００５５】
　次いで、両連結部材５２の外面それぞれに支持部材５８の縦板部５９を当接させた状態
で、両支持部材５８を共通の固定具６６により連結部材５２側に固定させる。この固定具
６６による固定は、左右の連結部材５２における長尺縦板部５３の内面間に筒状スペーサ
６７を位置させた状態で、連結用長孔６２、連結用孔５７、筒状スペーサ６７、連結用孔
５７、連結用長孔６２へとボルト体６８を挿通させ、そしてボルト体６８の遊端側にナッ
ト体６９を螺合させて締め付けることにより行う。このとき支持部材５８の下横板部６１
は、高さ調整具６３におけるボルト体６５の上端に当接している。
【００５６】
　このようにして側壁４間に取り付けたトラス体１１の両側で所定箇所に高さ調整手段５
１を組み込んだ状態で、前記受け体７１を、その縦板部７２を連結部材５２の長尺縦板部
５３に接近させて、横板部７３を介してゴム板７０上に載置させる。これにより、トラス
体１１の長さ方向１１Ｘで隣接したゴム板７０間に亘って受け体７１を設け得る。
【００５７】
　上述したような、トラス体１１の側壁４間への取り付け作業や、トラス体１１に対する
高さ調整手段５１の組み込み作業に前後して、または並行して、他端支持手段８１の配設
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が行われる。すなわち、連結部材８２の縦板部８３を側壁４や小梁６の横向き面４ａ，６
ａに接近させ、ボルト孔８５を介してボルトに外嵌させることで、この縦板部８３を横向
き面４ａ，６ａに当接させる。この状態でボルトにナットを螺合させることで、連結部材
８２をボルト・ナット８６により側壁４や小梁６の所定位置に取り付ける。
【００５８】
　このようにして側壁４や小梁６の所定箇所に他端支持手段８１を取り付けた状態で、受
け体８８を、その縦板部８９を側壁４や小梁６に接近させて、横板部９０を介してゴム板
８７上に載置させる。これにより、トラス体１１の長さ方向１１Ｘで隣接したゴム板８７
間に亘って受け体８８を設け得る。
【００５９】
　以上のようにしてトラス体１１や他端支持手段８１を取り付けることで、受け体７１，
８８を相対向して配設し得る。次いで受け体７１，８８間に対するビーム体４１の組み込
みを行う。すなわち、ビーム体４１の一端部を、下位の横板部４５を介して受け体７１の
横板部７３上に載置させ、他端部を、下位の横板部４５を介して受け体８８の横板部９０
上に載置させることで、受け体７１，８８間で支持させる。その際にビーム体４１は、ゴ
ム板７０，８７の真上に端部を位置させる。これにより、トラス体１１と他端支持手段８
１との間に亘って複数のビーム体４１を架け渡し得る。
【００６０】
　このようにしてビーム体４１群の並設が行われるのであるが、その際に側壁４に対する
下位の取り付け手段３１の取り付け精度、トラス体１１などの製作精度、両端が側壁４側
に固定され中間が浮いた状態でかつ中間の複数箇所にビーム体４１群の荷重が掛かること
によるトラス体１１自体の撓みなどによって、ビーム体４１群における上面の水平度に乱
れが生じていたとき、高さ調整手段５１の高さ調整操作によって水平度の調整を行う。
【００６１】
　すなわち、共通の固定具６６におけるナット体６９を緩め操作することで、トラス体１
１の両側に設けられた両支持部材５８の固定を解除させる。そして、高さ調整具６３のボ
ルト体６５を正逆に回転操作して、その上端を昇降させることで、この上端に下横板部６
１が上方から当接している支持部材５８を昇降し得る。その際に支持部材５８の昇降は、
ボルト体６８に連結用長孔６２を介して案内されることによって、定位置で円滑に行える
。
【００６２】
　このような支持部材５８の昇降によって、ゴム板７０を介して受け体７１を昇降し得、
以て受け体７１で支持しているビーム体４１を昇降して高さ調整し得る。その際に高さ調
整は、ビーム体４１のレベルを随時確認しながら行い、またトラス体１１の両側に設けら
れた両高さ調整手段５１に対して各別に行う。そして所望の高さ調整を終えたのち、共通
の固定具６６におけるナット体６９を締め付け操作することで、トラス体１１の両側に設
けられた両支持部材５８を、連結部材５２を介してトラス体１１側に固定し得る。
【００６３】
　以上のような高さ調整手段５１による高さ調整作業は、ビーム体４１群のうち、必要と
するビーム体４１に対応してそれぞれ行われ、以てビーム体４１群の水平度を調整し得る
。
【００６４】
　このようにして、トラス体１１群とビーム体４１群とからなる枠組み体を形成したのち
、ビーム体４１群の上面間に亘って複数の根太材９１を配設し、そして根太材９１群の上
面間に亘って床板９２を載置することで、床スラブ３と床板９２との間に収納スペースＳ
を形成して、床装置１０を構成し得る。このように床装置１０を構成したのち収納スペー
スＳ内から、上述と同様にして高さ調整手段５１の高さ調整操作を行うことで、再度、水
平度の調整を行うこともできる。なお、上述とは逆操作によって、床装置１０を分解して
除去し得る。
【００６５】



(11) JP 4352811 B2 2009.10.28

10

20

30

40

50

　上述したように構成した床装置１０によると、ビーム体４１群の水平度を調整すること
で、トラス体１１の長さ方向１１Ｘの両端部を側壁（固定部）４側に取り付ける形式であ
りながら、床面９２ａの水平度を容易に出せることになる。その結果、床板９２の載置（
施工）を好適に行え、また載置（施工）後の床板９２による床面９２ａに違和感は生じる
ことはなく、快適な住居空間を形成し得る。
【００６６】
　さらに受け体７１を介してビーム体４１群の支持を行うことで、ビーム体４１群の水平
度の調整を、より簡単かつ精度よく行える。
　またビーム体４１を、ゴム板７０，８７を介して高さ調整手段５１や他端支持手段８１
に支持させていることで、床板９２に掛かる振動をゴム板７０，８７群により吸収して遮
音効果を期待し得るとともに、ゴム板７０，８７群の弾性変形による緩衝作用により、荷
重支持をスムースに行えて、より遮音効果を期待し得、以て床板９２側の騒音や振動が側
壁４などの固定部側に伝わることを遮断し得る。
【００６７】
　しかも、型材状に形成した上位横行部材１２ならびに下位横行部材１３と、両横行部材
１２，１３間に配置した複数の連結部材２４，２４Ａとによりトラス体１１を構成してい
ることにより、全体を軽量化し得るとともに強度を補強し得る。なお、蓋体を開閉動させ
ることで、出し入れ口を通して、収納スペースＳに対し物品の出し入れを行える。
【００６８】
　上述した本発明の実施の形態１において、側壁４間が長い室空間のとき、複数のトラス
体１１が、長さ方向１１Ｘにおいて直線状に位置され、相対向された端部間が接続手段に
より接続される。その際に接続手段は、各横行部材１２，１３の端部を連結する共通の連
結部材、たとえば各横行部材１２，１３の挿入部１８における端部間に差し込まれて連結
される共通の連結部材を有している。このような構成によると、側壁（固定部）４間の長
さに対応した長さのトラス体１１を簡単かつ容易に準備し得る。
［実施の形態２］
　以下に、本発明の実施の形態２を図７に基づいて説明する。
【００６９】
　この実施の形態２において、トラス体１１は、長さ方向１１Ａの両端部が取り付け手段
３１を介して側壁４側に取り付けられるとともに、所定の幅間隔Ｗを隔てて一対（複数）
が配設されている。そして、隣接されるトラス体１１間に複数のビーム体４１が架け渡さ
れている。
【００７０】
　このような実施の形態２によると、広い室空間に対応して、トラス体１１やビーム体４
１を介して床装置１０を好適に施工し得る。
［実施の形態３］
　以下に、本発明の実施の形態３を図８に基づいて説明する。
【００７１】
　この実施の形態３において、構造物（躯体）２は、多階層を形成する床スラブ３や室区
画または外壁となるの側壁４などによって形成されている。前記床スラブ３と側壁４とか
らなる下位のコーナ部などには逆梁（固定部の一例）７が形成されている。そして下位の
取り付け手段３１を、上述した実施の形態１と同様にして、ボルト・ナット３７により逆
梁７の横向き面７ａに当接させた状態で、この逆梁７の所定位置に取り付ける。また上位
の取り付け手段３１は、その取り付け板体３５を逆梁７側の連結体１０１に連結させる。
【００７２】
　すなわち、連結体１０１は横板部１０２と縦板部１０３とからなり、その縦板部１０３
の外面を横向き面７ａに面一状として横板部１０２を逆梁７の上向き面７ｂに当接（載置
）させた状態で、ボルト孔１０４に作用されるボルト・ナット（連結具の一例）１０６に
より逆梁７の上に固定される。そして縦板部１０３の外面に上位の取り付け手段３１の取
り付け板体３５を当接させた状態で、ボルト孔３６に通したボルト体１０７を縦板部１０
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３に形成したねじ孔１０５に螺合させることで、上位の取り付け手段３１を、連結体１０
１を介して逆梁７側に連結させる。
【００７３】
　このような実施の形態３によると、逆梁形式の構築物２にトラス体１１を所望の位置で
安定して配設し得、以て床装置１０を好適に施工し得る。
［実施の形態４］
　以下に、本発明の実施の形態４を図９に基づいて説明する。この実施の形態４では、ト
ラス体１１の種々なパターンを示している。
【００７４】
　すなわち（ａ）に示すトラス体１１は、上位横行部材１２と下位横行部材１３とが、傾
斜状に配置された連結部材２４群や垂直状に配置された連結部材２４Ａにより連結され、
その際に、連結部材２４，２４Ａの各端部が、それぞれボルト・ナット（連結具）２８を
介して上位横行部材１２や下位横行部材１３に連結されている。
【００７５】
　また（ｂ）に示すトラス体１１は、上位横行部材１２と下位横行部材１３とが、一方へ
傾斜する連結部材２４群と、垂直状の連結部材２４Ａ群とを交互に位置させて連結されて
いる。その際に、連結部材２４の隣接した一対の端部が、共通のボルト・ナット２８を介
して上位横行部材１２や下位横行部材１３に連結されている。
【００７６】
　そして（ｃ）に示すトラス体１１は、上位横行部材１２と下位横行部材１３とが、一方
へ傾斜する連結部材２４群と、垂直状の連結部材２４Ａ群とを交互に位置させて連結され
、その際に、連結部材２４，２４Ａの各端部が、それぞれボルト・ナット（連結具）２８
を介して上位横行部材１２や下位横行部材１３に連結されている。
【００７７】
　また（ｄ）に示すトラス体１１は、上位横行部材１２と下位横行部材１３とが、波状に
配置された連結部材２４群と、垂直状の連結部材２４Ａ群とにより連結されている。その
際に、連結部材２４，２４Ａの隣接した端部が、共通のボルト・ナット２８を介して上位
横行部材１２や下位横行部材１３に連結されている。
【００７８】
　そして（ｅ）に示すトラス体１１は、上位横行部材１２と下位横行部材１３とが、波状
に配置された連結部材２４群と、垂直状の連結部材２４Ａ群とにより連結されている。そ
の際に、連結部材２４，２４Ａの各端部が、それぞれボルト・ナット（連結具）２８を介
して上位横行部材１２や下位横行部材１３に連結されている。
［実施の形態５］
　次に、本発明の実施の形態５を、図１０に基づいて説明する。この実施の形態５では、
上位横行部材や下位横行部材の種々な形状を示している。
【００７９】
　すなわち（ａ）に示す横行部材１２，１３は、実施の形態１の形状に対して、外板１５
や内板１６の幅を長くして形成している。また（ｂ）に示す横行部材１２，１３は、実施
の形態の形状１に対して、外板１５や内板１６の幅を短くして形成している。これらによ
ると、トラス体１１として、梁５，６，７間の長さに対応して広いトラス幅Ｗ１の種類や
狭いトラス幅Ｗ２の種類を準備し得、以て選択して使用することにより、梁５，６，７間
の長さに対応した強度を有するトラス体１１を、簡単かつ容易にして準備し得る。
【００８０】
　そして（ｃ）に示す横行部材１１１は、相対向される一対の側板１１２と、これら側板
１１２の外端間に直角状で位置される外板１１３と、両側板１１２の内端から相対向する
方向に接近された左右一対の内板１１４と、これら内板１１４の内端から直角状で内方に
延ばされた左右一対の連結板１１５などからなり、両連結板１１５間に挿入部１１６を有
する状態で型材状に一体形成されている。この横行部材１１１は、前述した実施の形態１
に比べて凹入部が存在しない形状であり、そして被係合部１１７は外板１１３に形成され
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ている。
【００８１】
　さらに（ｄ）に示す横行部材１２１は、相対向される一対の側板１２２と、これら側板
１２２の外端間に直角状で位置される外板１２３と、両側板１２２の内端から鈍角状で相
対向する方向に連設された左右一対の内板１２４と、これら内板１２４の内端から鈍角状
で内方に延ばされた左右一対の連結板１２５などからなり、両連結板１２５間に挿入部１
２６を有する状態で型材状に一体形成されている。この横行部材１２１は、外板１２３に
凹入部１２７が形成されているが、（ｃ）に示すように凹入部が存在しない形状であって
もよい。
［実施の形態６］
　次に、本発明の実施の形態６を、図１１に基づいて説明する。この実施の形態６では、
ビーム体の種々な形状を示している。
【００８２】
　すなわち（ａ）に示すビーム体１３１は、中間の縦板部１３２と、この縦板部１３２の
上下両端から左右の同方向でかつ上下に傾斜して伸びる傾斜板部１３３と、これら傾斜板
部１３３の上下両端から左右の同方向で横方向に伸びる横板部１３４と、これら横板部１
３４の端から相対向した側でかつ前記縦板部１３２に向かって伸びる短尺傾斜板部１３５
とからなり、以て型材状に形成されている。
【００８３】
　また（ｂ）に示すビーム体１４１は、左右方向で上下に傾斜する傾斜板部１４２と、こ
の傾斜板部１４２の上下両端から左右の異方向に伸びる横板部１４３と、これら横板部１
４３の端から相対向した側でかつ前記傾斜板部１４２に向かって伸びる短尺傾斜板部１４
４とからなり、以て型材状に形成されている。
【００８４】
　そして（ｃ）に示すビーム体１５１は、縦板部１５２と、この縦板部１５２の上下両端
から左右の異方向でかつ上下に傾斜して伸びる傾斜板部１５３と、これら傾斜板部１５３
の上下両端から左右の異方向で横方向に伸びる横板部１５４と、これら横板部１５４の端
から相対向した側でかつ前記縦板部１５２に向かって伸びる短尺傾斜板部１５５とからな
り、以て型材状に形成されている。
【００８５】
　さらに（ｄ）に示すビーム体１６１は、左右一対の縦板部１６２と、これら縦板部１６
２の上端間および下端間に位置される上下一対の横板部１６３とからなり、以て四角筒型
材状に形成されている。
【００８６】
　また（ｅ）に示すビーム体１７１は、左右一対の縦板部１７２と、これら縦板部１７２
の上下両端から左右の外方向でかつ上下に傾斜して伸びる傾斜板部１７３と、これら傾斜
板部１７３の上端間および下端間に位置される上下一対の横板部１７４とからなり、以て
筒型材状に形成されている。
【００８７】
　上記した実施の形態１～３では、取り付け手段３１を介してトラス体１１を側壁（固定
部）４側に取り付けるに、そのボルトが側壁４側に埋め込まれるアンカーボルト形式のボ
ルト・ナット３７が採用されているが、これは、側壁４に筒状ナットがインサートされ、
外側からボルトが螺合される形式などであってもよい。なお、他端支持手段８１の取り付
けも同様である。
【００８８】
　上記した実施の形態１～３では、取り付け手段３１として、そのボルトが側壁４側に埋
め込まれるアンカーボルト形式のボルト・ナット３７により固定する形式が示されている
が、取り付け手段としては、固定部側の上向き面に支持（載置）される形式、固定部側の
横向き面に設けられた受け部材の上向き面に支持（載置）される形式、固定部側の上向き
面に支持（載置）されるとともに固定部側の横向き面に対向される長さ方向規制手段が設
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けられた形式、長さ方向規制手段が緩衝部材を介して横向き面に当接可能に構成されると
ともに、緩衝部材を介して固定部側に支持される形式、などであってもよい。
【００８９】
　上記した実施の形態１～３では、高さ調整手段５１の支持部材５８にゴム板（緩衝部材
）７０が設けられ、複数のゴム板７０間に亘って設けられた受け体７１を介してビーム体
４１が支持される形式が示されているが、これは受け体７１を省略して、ゴム板７０を介
してビーム体４１が直接に支持される形式、ゴム板７０を省略して、受け体７１が支持部
材５８間に亘って設けられた形式、ゴム板７０と受け体７１とを省略して、ビーム体４１
が支持部材５８に直接に支持される形式、などであってもよい。
【００９０】
　上記した実施の形態１～３では、ビーム体４１の上下方向の下部がトラス体１１の上面
１１ａよりも下方に位置された状態で、ビーム体４１が高さ調整手段５１を介してトラス
体１１側に支持された形式が示されているが、これはビーム体４１の上下方向の全部がト
ラス体１１の上面１１ａよりも下方に位置された形式であってもよく、この場合に床板９
２の上下位置は根太材９１により確保し得る。
【００９１】
　上記した実施の形態１～３では、上位横行部材１２と下位横行部材１３との間に高さ調
整手段５１が設けられた形式が示されているが、これは高さ調整手段５１の一部または全
部が、上位横行部材１２から上方に突出されて、あるいは下位横行部材１３から下方に突
出されて設けられた形式などであってもよい。
【００９２】
　上記した実施の形態１～３では、トラス体１１の両側に高さ調整手段５１が設けられ、
両高さ調整手段５１が共通の固定具６６により固定される形式が示されているが、これは
トラス体１１の片側にのみ高さ調整手段５１が設けられた形式、両側の高さ調整手段５１
が各別の固定具により固定される形式、などであってもよい。
【００９３】
　上記した実施の形態１～３では、高さ調整手段５１の高さ調整具６３が、トラス体１１
の上下高さ内に位置された形式が示されているが、これは高さ調整具６３の一部または全
部が、トラス体１１から上方に突出されて、あるいはトラス体１１から下方に突出されて
設けられた形式などであってもよい。
【００９４】
　上記した実施の形態１～３では、その高さ調整範囲が同じの１種類の高さ調整手段５１
群を使用した形式が示されているが、これは高さ調整範囲が異なる複数種類の高さ調整手
段５１群を組み合わせた形式などであってもよい。
【００９５】
　上記した実施の形態１では、上位横行部材１２に、矩形貫通孔状の被係合部２０が形成
され、連結部材５２に、被係合部２０に対して上方向から係脱可能な係合部５６が設けら
れた形式が示されているが、これは側方向から係脱可能な形式などであってもよい。
【００９６】
　上記した実施の形態１～３では、床スラブ３の上面３ａと床板９２の下面９２ｂとの間
に収納スペースＳが形成されているが、これは収納スペースが形成されない構成であって
もよい。
【００９７】
　上記した実施の形態１では、複数のビーム体４１が、トラス体１１の長さ方向１１Ｘに
おいて所定の間隔Ｌを隔てて配設されているが、これは異なる任意の間隔を隔てて配設さ
れてもよい。また上記した実施の形態２では、トラス体１１が、所定の幅間隔Ｗを隔てて
配設されているが、これは異なる任意の幅間隔を隔てて複数が配設されてもよい。
【００９８】
　上記した実施の形態１～３では、床装置１０が組み込まれた高層住宅１が示されている
が、これは通常の住宅に床装置１０を組み込んだ形式などであってもよい。
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【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】本発明の実施の形態１を示し、床装置の要部の一部切り欠き斜視図である。
【図２】同床装置を組み込んだ高層住宅における一部切り欠き側面図である。
【図３】同床装置を組み込んだ高層住宅における概略平面図である。
【図４】同床装置の要部の側面図である。
【図５】同床装置の一部切り欠き正面図である。
【図６】同床装置の要部の一部切り欠き正面図である。
【図７】本発明の実施の形態２を示し、床装置を組み込んだ高層住宅における概略平面図
である。
【図８】本発明の実施の形態３を示し、床装置の要部の側面図である。
【図９】本発明の実施の形態４を示し、床装置におけるトラス体の種々なパターンを説明
する要部の概略側面図である。
【図１０】本発明の実施の形態５を示し、床装置における横行部材の種々な形状の縦断正
面図である。
【図１１】本発明の実施の形態６を示し、床装置におけるビーム体の種々な形状の正面図
である。
【符号の説明】
【０１００】
　１　　高層住宅
　２　　構造物
　３　　床スラブ
　４　　側壁（固定部）
　４ａ　横向き面
　５　　正梁
　６　　小梁
　６ａ　横向き面
　７　　逆梁（固定部）
　７ａ　横向き面
　７ｂ　上向き面
１０　　床装置
１１　　トラス体
１１ａ　上面
１１Ｘ　長さ方向
１２　　上位横行部材
１３　　下位横行部材
２０　　被係合部
２４　　連結部材
２４Ａ　連結部材
２８　　ボルト・ナット（連結具）
３１　　取り付け手段
３２　　本体
３５　　取り付け板体
３７　　ボルト・ナット（連結具）
４１　　ビーム体
４１Ｘ　長さ方向
５１　　高さ調整手段
５２　　連結部材
５６　　係合部
５８　　支持部材
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６３　　高さ調整具
６４　　板状ナット体
６５　　ボルト体
６６　　固定具
６７　　筒状スペーサ
７０　　ゴム板（緩衝部材）
７１　　受け体
８１　　他端支持手段
８２　　連結部材
８６　　ボルト・ナット（連結具）
８７　　ゴム板（緩衝部材）
８８　　受け体
９１　　根太材
９２　　床板
９２ａ　床面
１０１　連結体
１０５　ねじ孔
１０６　ボルト・ナット（連結具）
１１１　横行部材
１２１　横行部材
１３１　ビーム体
１４１　ビーム体
１５１　ビーム体
１６１　ビーム体
１７１　ビーム体
　Ｌ　　所定の間隔
　Ｓ　　収納スペース（空間）
　Ｗ　　幅間隔
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